


ビオ・クラフトとは、

• ビオ・クラフトは、家畜用共生発酵ケフィア
で、飲み水に注入器で打ち込むリキッドタ
イプの混合飼料です。エサに直接スプレー
したり、直接経口したりと使い方は、さまざ
まです。生きた菌・不活化の菌に加え、有
益な多種多様の発酵生産物が豊富に含ま
れており、すばやく体内に取り込むことが
できます。



各畜種で活用されています



お客様の声

• 飼料効率が上がった

• 出荷日数が短縮している

• 場内の悪臭が軽減した

• 下痢の発生が少なくなった

• 肉質が良く、やわらかく獣臭がない

• 水をよく飲むので、食い込みがいい

• 発酵床の状態がよくなった

• 浄化槽が安定している

• 衛生費等の経費が圧縮できた

等々（農場の環境により、違いはあります）



使用されている微生物

乳酸菌
Lactobacillus acidophilus ラクトバチルス・アシドフィルス
Lactobacillus lactis ラクトバチルス・ラクティス
Lactobacillus casei ラクトバチルス・カゼイ
Lactobacillus plantarum ラクトバチルス・プランタルム

バチルス菌（枯草菌など）
Bacillus subtilis バチルス・サブチルス
Bacillus licheniformis バチルス・リケニホルミス
Bacillus coagulans バチルス・コアグランス
Bacillus pumilus バチルス・パミルス



使用方法

●飼料にドレスアップ…1日１頭あたりの目安

牛親･肥育 30～50ｍｌ、子牛 10～20ｍｌ

豚 親･肥育 2～5ｍｌ、 子豚 1～2ｍｌ

鶏 0.05～0.1ｍｌ

●飲水に希釈…

飲水に対して1000～2000倍に希釈してください。





いままでの問題点

•直接飲み水に流すと、

ニップル・ピッカー他、給水管内に目詰まり
の発生

・ドサトロンの故障など

・効果にばらつき

・・・飲み水への添加は、トラブルが多く、

敬遠されていました



これで解決しました！

•オキシリンクSPとの

交互使用プログラムで、
すべて改善しました。





主要腐敗臭吸着テスト



ビオ・クラフト調査報告書事例①

１、調査時期

平成11年8月（約1カ月間）

２、試験区分

①試験区（投与区） 子豚舎受入時から通期で飲水添加（1000倍）

②対照区（未投与区） 通常通り。飲水には未添加

３、試験対象

①試験区：7月30日および8月13日子豚受入の2群

②対照区：8月6日および8月20日子豚受入の2群

４、調査方法

試験区群および対照区群の各受入群あたり２豚房分（約４０頭）につ
いて、豚房単位で受入時から2週間の臨床および治療状況を別紙記
録様式により調査した。



ビオ・クラフト投与試験結果
子豚の状態のスコア

飼育日数 試験区１ 試験区２ 試験区平均 対照区１ 対照区２ 対照区平均

1 3 3 3.0 3 3 3.0 

2 3 3 3.0 3 3 3.0 

3 3 3 3.0 3 3 3.0 

4 3 3 3.0 3 3 3.0 

5 3 3 3.0 3 3 3.0 

6 3 3 3.0 2 3 2.5 

7 3 3 3.0 2 3 2.5 

8 3 3 3.0 2 3 2.5 

9 2 3 2.5 2 2 2.0 

10 3 3 3.0 2 2 2.0 

11 3 3 3.0 2 2 2.0 

12 3 3 3.0 2 2 2.0 

13 3 3 3.0 2 2 2.0 

14 3 3 3.0 2 2 2.0 

計 41 42 41.5 33 36 34.5 

《子豚の状態のスコア》 良好： ３ 普通： ２ 少し悪化： １ 悪化： ０



子豚の状態のスコア
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下痢の状態のスコア
飼育日数 試験区１ 試験区２ 試験区平均 対照区１ 対照区２ 対照区平均

1 6 6 6.0 6 6 6.0 

2 6 5 5.5 5 6 5.5 

3 5 5 5.0 5 6 5.5 

4 5 5 5.0 5 5 5.0 

5 5 5 5.0 3 5 4.0 

6 5 5 5.0 3 5 4.0 

7 5 5 5.0 2 3 2.5 

8 3 5 4.0 2 3 2.5 

9 3 5 4.0 2 2 2.0 

10 5 5 5.0 2 2 2.0 

11 5 5 5.0 3 2 2.5 

12 5 5 5.0 3 2 2.5 

13 5 5 5.0 3 2 2.5 

14 5 5 5.0 3 3 3.0 

計 68 71 69.5 47 52 49.5 

《下痢の状態スコア》 下痢なし： ６ 一部軟便： ５ 全体軟便： ４
全体泥状便： ２ 全体水溶性便： １



下痢の状態のグラフ
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ピオ｡クラフト調査報告書事例① セン鎮一におけるビオ゜クラフト投与試駿結果

1．子豚の状態
1．調査Ｉ時期

平成１１年８月(約11ヶ肩聞）

２．試験区分

①賦験区(投与区）：子豚舎受入時から迦蝿で飲水添加(ＩＤＤ､倍希釈）

虞対需区(素投与区):通常通り砿水には素添加

ａ鯛藪対鑿

①試験区(投与区）；７胃３０日および８月１３日子豚受入⑩２群

②対照区(素投与雇壯８月６日および８月20日子豚受入の２群

潅霞験区｡対照区の入れ替わり可

4。鯛査方法

賦験区群議よび対照区鴛の各受入郡当たり２厨房分(約４ｏ頭)について､豚房篁位で受入時から２週１１M⑳臨床

および治療検温書別篭記録様式により調査した鏡
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主要腐敗臭物質吸着効果試験（悪臭防止法の規制対象物質)
ビオクラフト５０ｍｌ（脱脂綿に吸着させたもの）をにおい袋に入れた後、窒素ベースのアンモニアガス(１０００ｐｐｍ)、硫化水素ガス(１００ｐｐｍ)、ﾒﾁﾙﾒﾙｶﾌﾟﾀﾝ(１００ｐｐｍ)、ﾄﾘﾒﾁﾙｱﾐﾝｶﾞｽ（1000ｐｐｍ)を３ι封入。

（ｐｐｍ） （ｐｐｍ）

濃度 ガス量 5分 10分 15分 30分 1時間 1.5時間 濃度 ガス量 5分 10分 15分 30分 1時間 1.5時間 2時間 3時間 5時間 24時間

ﾋﾞｵ･ｸﾗﾌﾄ 1000 3ι 350 220 40 5.0 1.0 0.5 ﾋﾞｵ･ｸﾗﾌﾄ 1000 3ι 100 100 100 100 95 90 90 90 85 80

対照区 1000 3ι 1000 1000 1000 1000 950 900 対照区 1000 3ι 100 100 100 100 100 100 100 100 95 90

アンモニア（NH３）　刺激の強い気体。ふん尿中の窒素化合物が分解したときに発生する 硫化水素（Ｈ２Ｓ）　硫黄化合物の一種で、腐った卵のような匂いのする物質

0 5分 10分 15分 30分 1時間 1.5時間 0 5分 10分 15分 30分 1時間 1.5時間 2時間 3時間 5時間 24時間

ﾋﾞｵ･ｸﾗﾌﾄ 1000 350 220 40 5 1 0.5 No.2） 100 100 100 100 100 95 90 90 90 85 80

対照区 1000 1000 1000 1000 1000 950 900 ブランク 100 100 100 100 100 100 100 100 100 95 90

0 5分 10分 15分 30分 1時間 1.5時間 2時間 3時間 5時間 24時間

ﾋﾞｵ･ｸﾗﾌﾄ 100 100 100 100 100 95 90 90 90 85 80

対照区 100 100 100 100 100 100 100 100 100 95 90

（ｐｐｍ） （ｐｐｍ）

濃度 ガス量 5分 10分 15分 30分 1時間 1.5時間 2時間 濃度 ガス量 5分 10分 15分 30分 1時間 1.5時間 2時間 3時間 5時間 24時間

ﾋﾞｵ･ｸﾗﾌﾄ 1000 3ι 500 250 70 10 4.0 1.5 0.5> ﾋﾞｵ･ｸﾗﾌﾄ 100 3ι 100 95 95 95 90 90 85 85 80 75

対照区 1000 3ι 1000 1000 1000 1000 1000 950 950 対照区 100 3ι 100 100 100 100 100 100 100 95 95 90

トリメチルアミン（　（CH３)３N　)　水に易溶で、魚の腐ったようなニオイ メチルメルカプタン（CH３ＳＨ）　硫黄化合物の一種で、腐ったタマネギのようなにおいのする物質

0 5分 10分 15分 30分 1時間 1.5時間 2時間 0 5分 10分 15分 30分 1時間 1.5時間 2時間 3時間 5時間 24時間

ﾋﾞｵ･ｸﾗﾌﾄ 1000 300 30 6.0 0.5 0.5 0 0 ﾋﾞｵ･ｸﾗﾌﾄ 100 95 90 90 90 85 85 75 70 65 55

対照区 1000 1000 1000 1000 1000 1000 950 950 対照区 100 100 100 100 100 100 100 100 95 95 90

残存アンモニアガス濃度 残存硫化水素ガス濃度

供試品
初期条件

供試品
経　過　時　間 初期条件 経　過　時　間

ニオイ

残存トリメチルアミンガス濃度

供試品
初期条件 経　過　時　間

残存メチルメルカプタンガス濃度

供試品
初期条件 経　過　時　間
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